
学びの広場

1313 広報きたあきた　2015.　11.　１広報きたあきた　2015.　11.　１ 1212広報きたあきた　2015.　11.　１広報きたあきた　2015.　11.　１

「震災で合川小学校が避難所となったら…」「震災で合川小学校が避難所となったら…」

　▲非常用の炊き出しご飯と豚汁を食べる小中学生

　大地震を想定した防災キャンプが、９月18日、
19日の２日間、合川小学校で行われ、５・６年生
のほか、合川中学校の生徒や保護者、地域の方々が
参加しました。
　キャンプ中は、日本赤十字社救急法指導員による
三角巾を用いた応急手当や、日赤奉仕団、合川婦人
会の指導による炊き出しのほか、中学生が小学生の
サポートをしながらダンボール間仕切り設営を行い、
災害時に不可欠な地域の連携を再確認しました。
　また、市保健師による防災教室の講話では、本市

にも起こりうる災害の怖さや、防災意識の重要性、
自分の命は自分で守ることの大切さを学びました。

「蜜がたっぷりのりんごが採れたよ！」「蜜がたっぷりのりんごが採れたよ！」

　栄いきいきタイムの児童34人が、10月17日にり
んご狩りを体験しました。
　放課後子ども教室「いきいきタイム」は、市内全
児童を対象として、地域ボランティアの指導のもと、
体験活動を中心に週１回ほど開催しており、クッキ
ングや工作、野外活動などを通じて地域の方々と楽
しく交流活動を行っています。
　この日、バスでりんご農園に移動した児童たちは、
農園の方に見守られながら脚立に上がり、片手では
持てないほどの大きなりんごを、「妹におみやげで 　▲秋晴れの中、りんご狩りを楽しむ児童たち

持って行きたい」「お母さんにも見せたい」などと語
りながら１個１個丁寧に収穫しました。

～北秋田市防災キャンプ推進事業～

～放課後子ども教室「栄いきいきタイム」～

「自分の学びを地域のために」「自分の学びを地域のために」

　高鷹大学の学園祭が、10月16日に文化会館で行
われ、日ごろの学びの成果を発表しました。
　高鷹大学には、今年度213人が在籍し、年４回の
全体講座のほか、月１回各クラブで活動しており、
11クラブの中から、今年度はレクダンスクラブ、
歩こうクラブ、詩吟クラブ、歌謡クラブ、写真クラ
ブ、習字クラブの６クラブが発表しました。
　このうち習字クラブは、金子みすずの詩「大漁」
を書道パフォーマンスで披露。民謡「秋田音頭」に
合わせながら力強く筆を走らせました。 　▲習字クラブによる力強い書道パフォーマンス

　また、特別公演では、鷹巣婦人会による「北秋田
交通安全音頭」のほか、合唱などが披露されました。～高鷹大学学園祭～　
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